
清
原
宣
賢
自
筆

『
日
本
書
紀
抄
』

反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て

一
、
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
清
原
宣
賢
自
筆
「
日
本
書
紀
抄
』
（
後
抄
本
）

（
以
下
、
単
に
『
日
本
書
紀
抄
』
と
呼
称
す
る
o
）
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を

原
典
と
す
る
抄
物
で
あ
り
、
講
義
の
手
控
に
属
す
る
。
こ
の
『
日
本
書
紀
抄
』

は
、
原
典
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
本
文
を
引
用
す
る
部
分
と
、
本
文
に
注
釈
を

加
え
る
部
分
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
『
日
本
書
紀
抄
』
に
引

用
さ
れ
る
「
日
本
書
紀
』
本
文
に
は
振
り
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
の
他
、
多
数
の
声

点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

「
日
本
書
紀
』
古
写
本
に
加
点
さ
れ
る
声
点
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
研
究
の
資

料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
は
、
鈴
木

豊
氏
に
よ
っ
て
次
の
箇
所
に
加
点
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

同
本
文
の
万
葉
仮
名

川
同
以
外
の
本
文
（
①
訓
で
読
む
も
の
、
②
音
で
読
む
も
の
）

川
傍
訓
の
片
仮
名

同
「
乾
元
本
」
所
引
『
日
本
紀
私
記
』

（
後
抄
本
）

本
文
傍
訓
の
声
点
が

坂

Jk 

貴

司

こ
の
鈴
木
論
文
で
は
、
同
凶
の
声
点
は
平
安
中
・
後
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反

映
し
、
川
の
も
の
も
同
仙
の
加
点
年
代
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ

し
、
川
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
後
世
に
増
補
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る

と
い
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
除
い
た
川
の
声
点
は
、
諸
本
間
で
内
容
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
抄
」
に
引
用
さ
れ
る
「
日
本
書
紀
』
に
は
、
こ
の
鈴
木
論
文
で

分
類
さ
れ
た
声
点
の
う
ち
、
同
川
川
刊
の
声
点
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
声
点
の
う

ち
同
の
声
点
は
諸
本
と
よ
く
一
致
し
、
移
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

（

4）
 

さ
れ
る
。
川
の
声
点
の
諸
本
と
の
比
較
は
現
在
の
と
こ
ろ
試
み
て
い
な
い
。
し

か
し
、
川
の
声
点
の
う
ち
音
で
読
む
も
の
は
、
他
本
と
同
様
に
『
庚
韻
』
の
声

（

5）
 

調
と
よ
く
一
致
し
た
。
鈴
木
論
文
で
、
諸
本
間
の
異
な
り
が
指
摘
さ
れ
る
川
の

声
点
（
以
下
、
傍
訓
の
声
点
と
呼
称
す
る
）
は
、
『
日
本
書
紀
抄
」
で
は
ど
の

よ
う
な
様
相
を
呈
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
川
の
声
点
と
本
文
傍
訓
の
声
点
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
が
同
一
の
ア

（

6）
 

ク
セ
ン
ト
型
で
な
く
、
新
旧
の
関
係
に
も
な
い
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
同

川
と
本
文
傍
訓
の
声
点
と
は
一
旦
別
個
に
考
え
、
「
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓

声
点
の
示
す
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
纏
め
て
み
る
と
、
表
ー
の
よ
う
に
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（

7）
 

な
っ
た
。

表
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表
l
に
示
し
た
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
は
、
ど
の
時
代
に
も
見
ら
れ
な

い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
声
点
が
加
点
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

、っか。『
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点
は
、
内
山
弘
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
検
討

（

8）
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
山
論
文
で
は
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
示
さ
れ
た
。

ω
語
頭
低
音
連
続
が
多
く
解
消
さ
れ
る
が
、
一
部
に
は
語
頭
低
音
連
続
型

が
残
る
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
以
前
の
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
反
映
す
る

声
点
（
少
）
と
、
そ
れ
以
降
の
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
を
反
映
す
る
声

点
（
多
）
が
混
在
す
る
。

ω
卓
立
型
（
・
0
・
の
よ
う
な
型
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
傍
訓
の
声

点
の
示
す
ア
ク
セ
ン
ト
の
う
ち
、
新
し
い
声
点
は
室
町
時
代
初
期
頃
の
ア

ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。

ω
－－
o型
の
回
避
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
内
山
論
文
で
は
、
「
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点
は
、
「
古

い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
「
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
の
二
種
の
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
何
故
両
者
の
声
点
が
共
存
し
得
た
の

か
と
い
う
問
題
は
残
る
」
と
さ
れ
た
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
「
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
「
新
し
い

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
を
手
が
か
り
に
、
「
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点
が

反
映
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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二
、
研
究
の
方
法

ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
の
代
表
的
な
も
の
に
、
語
頭
の
低
拍
連
続
が
高
起
式



に
変
化
す
る
も
の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
に
着
目
し
、
内
山
論
文
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
次
の
二
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ω
語
頭
低
拍
連
続
を
保
持
す
る
例

ω
0
0・
↓
・
0
0の
例

ωの
語
頭
低
拍
連
続
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
特
徴
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
書
紀
』
神
代
巻
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
諸
本
の
傍
訓
声
点
と
の
関
係
を
調
べ
る
。
比
較
に
は
鈴
木
豊
編
「
日

本
書
紀
神
代
巻
諸
本
声
点
付
語
柔
索
引
』
（
一
九
八
八
年
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
資

料
研
究
会
）
を
用
い
る
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
諸
本
は
「
鴨
脚
本
」
「
弘
安
本
」

「
乾
元
本
」
「
図
書
寮
本
」
「
嘉
暦
本
」
「
明
徳
本
」
「
丹
鶴
本
」
の
諸
本
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
本
の
解
説
に
つ
い
て
は
「
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
本
声
点
付
語
嚢
索

引
』
に
譲
り
、
童
日
写
年
代
の
み
を
記
す
。

「
鴨
脚
本
」
・
・
嘉
禎
三
（
一
二
三
六
）
年
写

「
弘
安
本
」
・
・
弘
安
九
（
一
二
八
六
）
年
以
前
写
。

「
乾
元
本
」
：
・
乾
元
二
（
二
三

O
三
）
年
写

「
図
書
寮
本
」
・
：
南
北
朝
頃
写

「
嘉
暦
本
」
・
嘉
暦
三
（
一
三
二
八
）
年
写

「
明
徳
本
」
：
・
明
徳
三
（
二
一
一
九
二
年
写

「
丹
鶴
本
」
：
・
嘉
元
四
（
二
三
O
六
）
年
、
神
祇
伯
家
本
の
書
写
本
の
模
刻

ω
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
の
中
で

0
0・
↓
・
0
・
↓
・
0
0と
変
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
体
系
変
化
前
の

0
0・
型
お
よ
び
変
化
過
程
の

・
0
・
型
、
さ
ら
に
変
化
後
の
・
0
0型
の
三
種
を
探
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

三
、
研
究
結
果

1
・
語
頭
低
拍
連
続
を
保
持
す
る
例

語
頭
の
低
拍
連
続
を
保
持
す
る
例
は
、
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
「
ア
ナ
ウ
レ

シ
エ
ヤ
（
喜
哉
こ
の
例
は
「
ア
ナ
」
「
ウ
レ
シ
」
の
一
一
語
が
語
頭
低
拍
連
続
型

で
あ
る
た
め
、
二
語
と
し
て
扱
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は

他
本
と
の
比
較
の
都
合
か
ら
、
一
例
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
「
ク
ハ
シ
ク

タ
ヘ
ナ
ル
（
精
妙
）
」
「
マ
サ
ヤ
ア
カ
ツ
／
＼
（
正
哉
吾
勝
々
こ
の
例
も
、
同

様
に
一
例
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
稿
の
結
果
に
影
響
は
な
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

表
2 
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メ
ヲ
（
陰
陽
）
［
上
凶
オ
2

0
0
0
 

ツ
ヅ
ヰ
（
滝
）
［
上
ロ
オ

5
］
、
イ
ロ
ト
（
妹
）
［
上

担
ウ

8
］
、
ツ
ミ
パ
（
鐸
）
［
上

ωオ
7
］
、
サ
、
キ

（
鰐
鶏
）
［
下
7
オ
ぬ
］
、
ウ
マ
シ
（
可
美
）
［
上
幻

ウ

l
］

0
0
0
0
 

ア
ワ
ナ
キ
（
沫
蕩
）
［
上
げ
ウ
9
］

0
0
0

・
ウ
ヒ
チ
ニ
（
翠
土
煮
）
［
上
日
ウ
7
］
、
ク
、
ノ
チ
（
句
々

廼
馳
）
［
上
お
オ
凶
］

0
0
0
×
 

ス
ヒ
チ
ニ
（
沙
土
者
…
）
［
上
四
オ

5
］

oo
－－ 

ス
ヒ
チ
ニ
（
沙
土
煮
）
［
上
問
ウ

7
］



0
0
×
×
 

ク
、
モ
リ
（
浜
淳
）
［
上
叩
オ
2
］

0
0
×
 

．．
 
ユ
パ
リ
マ
ル
（
放
尿
）
［
上
位
ウ
6
］

0
0
0
0
0
×
 

ア
ヲ
ウ
ナ
ハ
ラ
（
治
漠
）
［
上

ωウ
1
］

o
o
－－
ox 
ヲ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
（
殿
町
肌
虚
嶋
）
［
上
問
ウ
2
］

0
0
0
0
0
0

・ア
ナ
ウ
レ
シ
エ
ヤ
（
喜
哉
）
［
上
幻
ウ
l
］

O
O

・O
・×x
×ク

ハ
シ
ク
タ
ヘ
ナ
ル
（
精
妙
）
［
上
日
オ
叩
］

マ
サ
ヤ
ア
カ
ツ
／
＼
（
正
哉
五
口
勝
々
）
［
下
2
ウ
3
］

0
0

・×0
・x

×

（
以
上
一
八
例

こ
れ
ら
の
例
を
、
（
1
）
他
本
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
致
す
る
例
、
（
2
）
他
本
と

ア
ク
セ
ン
ト
が
一
致
し
な
い
例
、
（
3
）
『
日
本
書
紀
抄
』
の
み
に
加
点
さ
れ
る

例
の
コ
一
種
に
分
け
て
考
え
て
み
る
。
用
例
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
例
、
四
例
、
三

例
で
あ
り
、
偏
り
が
あ
る
。
こ
の
偏
り
は
『
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点

全
体
を
（
1
）
1
（3
）
に
分
類
し
た
と
き
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
体
の
用
例
数
の

差
に
起
因
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
全
体
の
用
例
数
に
対
す
る
語
頭

低
拍
連
続
型
の
用
例
数
を
調
査
し
た
。
用
例
数
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
）
語

頭
低
拍
連
続
型
の
用
例
数
／
全
体
の
用
例
数
で
表
し
て
い
る
）

0

（l
）
他
本
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
致
す
る
例
日
／
印

（2
）
他
本
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
致
し
な
い
例

4
／
釘

（3
）
『
日
本
書
紀
抄
』
の
み
に
加
点
さ
れ
る
例

3
／
別

（1
）
は
全
体
の
用
例
数
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
語
頭
低
拍
連
続
型

が
一
一
例
と
、
（
l
）
1
（3
）
の
中
で
は
最
多
で
あ
る
。
（
3
）
は
、
全
体
の
用

例
数
が
三
O
O
例
に
近
い
も
の
の
、
語
頭
低
拍
連
続
型
は
＝
一
例
と
最
少
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
語
頭
低
拍
連
続
型
の
用
例
数
の
偏
り
は
、
全
体
の
用
例
数
に
起
因

す
る
も
の
で
は
な
い
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
。

（l
）
他
本
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
致
す
る
例

こ
れ
ら
の
例
の
う
ち
、
声
点
が
示
す
ア
ク
セ
ン
ト
が
『
日
本
書
紀
』
諸
本
と

一
致
す
る
例
を
次
に
挙
げ
る
。
い
ず
れ
か
一
本
と
一
致
し
て
い
れ
ば
一
致
し
て

い
る
と
見
な
し
、
挙
げ
て
い
る
。
諸
本
の
声
点
が
一
不
す
ア
ク
セ
ン
ト
も
、
と
も

に
載
せ
る
。

メ
ヲ
（
陰
陽
）

45一

童
日
紀
抄
［
上
山
オ
2
］
0
0

弘
安
［
一

3
］

0
0

嘉
暦
［
一

3
］

0
0

ツ
ヅ
ヰ
（
滝
）

童
日
紀
抄
［
上
日
オ
5
］
0
0
0

弘
安
［
一

5
］

0
0
0

嘉
暦
［
一

5
］

0
0
0

イ
ロ
ト
（
妹
）

嘉 乾 弘 書
暦元安紀

抄

一一一上
94 100 97 24 
］］］ウ

8 

0・0 0 0 0 0 0  
0・13.。



童
日
紀
抄
［
上
幻
ウ
l
］
0
0
0

弘
安
［
一
前
］

0
0
0

乾
元
［
一
九
］

0
0
0

嘉
暦
［
一
白
］

0
0
0

ア
ナ
ウ
レ
シ
エ
ヤ
（
喜
哉
）

書
紀
抄
［
上
幻
ウ
1
］
0
0
0
0
0
0・

弘
安
［
一
伺
］

0
0
0
0
0
0・

乾
元
［
一
礼
］

0
0
0
0
0
0・

嘉
暦
［
一
叩
］

0
0
0
0
0
0・

ク
ハ
シ
ク
タ
ヘ
ナ
ル
（
精
妙
）

書
紀
抄
［
上
日
オ
叩
］

O
O・
C
・
×
×

x

弘
安
［
一

5
］

O
O・
C
・

x
x
×

乾
元
［
一

5
］

O
o－
0
・
×
×
×

嘉
暦
［
一

5
］

0
0・
0
・
×
×
×

マ
サ
ヤ
ア
カ
ツ
／
＼
（
正
哉
五
日
勝
々
）

童
日
紀
抄
［
下
2
ウ
3
］
0
0・
×

0
・
×

x

弘
安
［
二

3
］

0
0・
×
×
×
×
×

嘉
暦
［
三

3
］

0
0・
x
x
×
×
×

（
以
上
一
一
例
）

他
本
の
い
ず
れ
か
と
一
致
す
れ
ば
、
一
致
し
て
い
る
と
し
て
判
定
し
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
は
複
数
の
諸
本
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
「
ク
ハ
シ
ク
タ
ヘ
ナ
ル
（
精
妙
こ
の
よ
う
な
部
分
差
声
例
で
、
他
本
と
差

声
箇
所
さ
え
重
な
る
例
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
考
え
る
に
、
複
数
の
古
写
本
で
一
致
す
る
声
点
は
、
伝
承

に
よ
っ
て
複
数
の
「
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
広
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
本
と
一
致
す
る
例
は
、
語
頭
低
拍
連
続
型
全
一
八
例
の
う
ち
一
一
例
を
占

め
る
。
語
頭
低
拍
連
続
型
の
多
く
が
移
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。
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ウ
マ
シ
（
可
美
）

ウ
ヒ
チ
ニ
（
塗
土
煮
）

書
紀
抄
［
上
回
ウ

7
］
0
0
0・

弘
安
［
一
日
］

0
0
0・

乾
元
［
一
品
］

C
o
o－

嘉
暦
［
一
回
］

C
o
o－

ス
ヒ
チ
ニ
（
沙
土
煮
）

童
日
紀
抄
［
上
四
オ
5
］
0
0
0
×

弘
安
［
一
一
出
］

O
O
Q－

乾
元
［
一
印
］

O
O
O
×

嘉
暦
［
一
一
也

O
C
O－

夕
、
モ
リ
（
漠
津

書
紀
抄
［
上
山
オ
2
］
O
O
×
×

乾
元
［
一

4
］

0
0・
。

ヲ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
（
破
駁
慮
嶋
）

書
紀
抄
［
上
回
ウ
2
］
O
o－
－

o
×

弘
安
［
一
回
］

O
o－
－
×
×

乾
元
［
一
町
］
×

0
・
・
×

x

嘉
暦
［
一
則
］

O
o－
－

x
x



（2
）
他
本
と
ア
ク
セ
ン
ト
が
一
致
し
な
い
例

他
本
の
声
点
と
『
日
本
書
紀
抄
』
の
声
点
と
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
次
の
例
で
あ
る
。

ツ
ミ
バ
（
鐸
）

書
紀
抄
［
上
紛
オ

7
］
0
0
0

弘
安
［
一

m］

0
0・

乾
元
［
一
智

0
0・

嘉
暦
［
一
泊
］

0
0・

童
日
紀
抄
［
上
回
ウ
7
］
O
o

－－

弘
安
［
一
位
］

O
O
O－

乾
元
［
一
必
］
×

O
O
×

嘉
暦
［
一
一
位
］

0
0
0・

書
紀
抄
［
上
げ
ウ
9
］
0
0
0
0

弘
安
［
一
必
］

C
o
o

－

乾
元
［
一
回
］

0
0
0・

嘉
暦
［
一
一
仰
］

0
0
0・

童
日
紀
抄
［
上
川
口
ウ
l
］
0
0
0
0
o
x

弘
安
［
一
回
］

0
0
0・
0
×

乾
一
冗
［
一
日
］

0
0
0・
o
x

嘉
暦
［
一
的
］

0
0
0・
o
x

（
以
上
回
例
）

「
日
本
書
紀
抄
』
で
語
頭
低
拍
連
続
型
で
あ
る
こ
れ
ら
の
例
は
、
諸
本
で
も

ほ
と
ん
ど
が
語
頭
低
拍
連
続
型
で
あ
る
。

「
ツ
ミ
パ
」
「
ス
ヒ
チ
ニ
」
「
ア
ワ
ナ
キ
」
の
例
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
声
点

は
誤
点
で
あ
る
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
純
に
そ
う
と
は
一
百
え
な

ス
ヒ
チ
ニ
（
沙
土
煮
）

ア
ワ
ナ
キ
（
沫
蕩
）

ア
ヲ
ウ
ナ
バ
ラ
（
治
漠
）

ぃ
。
「
ア
ヲ
ウ
ナ
パ
ラ
」
の
よ
う
に
、
体
系
変
化
前
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
類
例
が

求
め
ら
れ
る
も
の
も
存
す
る
た
め
で
あ
る
。

「
ア
ヲ
ウ
ナ
バ
ラ
（
槍
浜
こ
は
、
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
例
が
秋
、
水
一
枝
氏

（日）

に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
の
資
料
と
認
め
ら
れ

る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
古
今
秘
注
抄
』
（
以
下
『
京
秘
』
と
称
す
）
に
、

『
日
本
書
紀
抄
』
と
異
な
ら
な
い
ア
ク
セ
ン
ト
型
で
あ
る
「
あ
を
う
な
ば
ら

（
青
海
原
）
×
×

0
0
0・
」
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
秋
永
氏
は
、
で
つ

な
原
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
は

O
o
o
－－
0
・
0
0両
型
が
存
在
し
て
い
た

と
推
定
し
て
い
る
。

『
京
秘
』
の
定
家
仮
名
遣
い
は
ア
ク
セ
ン
ト
仮
名
遣
い
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
あ
を
う
な
ば
ら
」
で
あ
る
『
京
秘
』
の
第
二
拍
目
は
．

と
な
り
、
『
日
本
書
紀
抄
』
と
合
わ
な
い
。
し
か
し
、
「
ア
ヲ
」
は
低
起
式

O
O

の
例
も
高
起
式
．
．
 の
例
も
存
在
が
確
認
さ
れ
、
低
起
式
の
場
合
に
は
規
則

的
な
複
合
を
一
不
す
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
日

本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点
に
見
ら
れ
る
「

0
0
0
0
0
×
」
型
は
存
在
し

得
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
諸
本
で
一
致
し
な
い
例
に
つ
い
て
短
絡
的
に
誤
点

と
解
釈
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
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（3
）
「
日
本
書
紀
抄
』
の
み
に
加
点
さ
れ
る
例

『
日
本
書
紀
抄
』
の
み
に
語
頭
低
拍
連
続
型
が
見
ら
れ
、
他
本
に
は
同
一
箇

所
に
声
点
が
加
点
さ
れ
な
い
例
が
三
例
あ
る
。

サ
、
キ
（
鱒
鶏
）
［
下
7
オ
幼
］

0
0
0

ク
、
ノ
チ
（
句
々
廼
馳
）
［
上
沼
オ
叩
］

0
0
0・



ユ
バ
リ
マ
ル
（
放
尿
）
［
上
位
ウ
6
］

0
0
×
 

．．
 

（
以
上
三
例
）

古
く
「
お
ほ
さ
ざ
き
」
で
あ
っ
た
「
サ
、
キ
（
鱒
鶏
）
」
は
、
院
政
期
頃
に

は
清
濁
や
ア
ク
セ
ン
ト
が
不
明
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
一
定
し
な
く

な
っ
た
ア
ク
セ
ン
ト
の
中
に
、

0
0
0型
も
現
わ
れ
る
こ
と
が
、
秋
永
一
枝
氏

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
ク
、
ノ
チ
（
句
々
廼
馳
）
」
は
、
神
名
で
あ
る
。
他
の
文
献
に
声
点
加
点

例
が
出
現
し
な
い
た
め
、
こ
の
例
に
つ
い
て
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
日
本
書
紀
抄
』
本
文
の
万
葉
仮
名
に
加
点
さ
れ
る
圏
点
（
前
掲
鈴
木
論
文
の
、

同
の
声
点
）
で
は
、
「
－
－
－

o」
と
い
う
型
で
加
点
さ
れ
て
お
り
、
当
該
例

の
「

0
0
0・
」
と
は
関
連
性
が
見
ら
れ
な
い
。

「
ユ
バ
リ
マ
ル
（
放
尿
）
」
は
、
乾
元
本
の
他
所
で
「
0
・
・
0
・
［
一
仰
］
」

と
加
点
さ
れ
る
。
な
ぜ
『
日
本
書
紀
抄
』
で
こ
の
よ
う
に
加
点
さ
れ
る
の
か
、

わ
か
ら
な
い
。
誤
点
で
あ
ろ
う
か
。

（4
）
ま
と
め

以
上
よ
り
、
語
頭
低
拍
連
続
型
は
「
日
本
書
紀
』
諸
本
と
ア
ク
セ
ン
ト
型
が

一
致
す
る
例
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
（
2
）（
3
）
で

確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
他
本
と
一
致
し
な
い
例
や
「
日
本
書
紀
抄
』
の
み
に
加

点
例
が
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
語
頭
低
拍
連
続
型
が
存
す
る
こ
と
は
、
無

視
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
「
日
本
書
紀
抄
』
が
典
拠
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
本
文
が
、
今
回

比
較
し
た
諸
本
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
日
本
書
紀
」
古
写
本
の
傍
訓
の
声
点
は
、
「
日
本
紀
講
童
日
」
の
和
訓
に
加
点
さ

れ
た
声
点
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
傍
訓
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
書
写
・
移
点
さ
れ
る
う
ち
に
、
そ
の
声
点
は
誤
点
や
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
反

映
を
、
つ
け
た
と
い
う
。
そ
の
過
程
で
、
『
日
本
書
紀
抄
』
が
典
拠
と
す
る
「
日

本
書
紀
』
傍
訓
の
声
点
は
、
今
回
比
較
に
用
い
た
他
本
と
異
な
る
様
相
を
見
せ

て
い
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2
・
0
0・
↓
・
0
0の
例

次
に

0
0・
↓
・
0
0の
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
は
、
変
化
前
の

0

0
・
、
変
化
の
過
程
を
示
す
・
0
・
、
変
化
後
の
・

o
Oの
三
種
に
分
け
て
考

え
る
。（l

）
0
0・
（
変
化
前
）

体
系
変
化
前
の
型
で
あ
る

0
0・
型
は
、
「
日
本
書
紀
抄
」
本
文
傍
訓
の
声

点
に
は
見
つ
か
ら
な
い
。
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（2
）
・
0
・
（
変
化
の
過
程
）

0
0・
↓
・

0
0の
変
化
の
過
程
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
・
0
・
型
の
ア

ク
セ
ン
ト
は
、
『
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点
に
例
が
確
認
さ
れ
る

0

．

0
・
型
の
体
言
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
ア
ロ
ジ
（
主
人
）
、
［
下
灯
ウ
4
］
、
②
ヲ
ホ
チ
（
大
鈎
）
［
下
必
オ

5
］、

③
ユ
ハ
ズ
（
弓
繍
）
［
中
2
オ
4
］
、
④
ア
ヅ
ミ
（
阿
臣
官
官
）
［
上
必
ウ
2
］
、
⑤

ク
マ
ヂ
（
隈
）
［
下
山
オ
叩
］

（
以
上
五
例
）

そ
れ
ぞ
れ
の
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。



①
主
人
・
：
御
豆
本
「
日
本
書
紀
私
記
』
に

0
0・
の
差
声
例
が
あ
る
。

②
大
鈎
・
・
御
亙
本
『
日
本
書
紀
私
記
』
に

0
0・
の
差
声
例
が
あ
る
。

③
弓
繍
：
・
『
日
本
書
紀
』
人
皇
巻
に

0
0・
の
差
声
例
が
あ
（
旬
。

④
阿
曇
・
目
嘉
暦
本
同
一
箇
所
に

0
0・
の
差
声
例
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
①
か
ら
④
は
、
体
系
変
化
前
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
と
さ
れ
る

資
料
に

0
0・
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
実
現
し
て
い
る
。

0
0・
↓
・

0
0の
変

化
過
程
と
考
え
て
無
理
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

⑤
の
「
ク
マ
ヂ
」
は
、
乾
元
本
巻
第
二
、
八
九
行
目
に
・
・
・
の
差
声
例
が

あ
る
。
秋
永
一
枝
氏
に
よ
る
と
、
古
く
は

．．
 で
あ
っ
た
「
隈
（
く
ま
）
」
は
、

『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
註
』
で
は
・

oが
見
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
秋
永
氏
は
、

「
毘
』
本
の
系
図
の
末
に
現
わ
れ
る
「
慶
盛
」
は
正
平
年
間
に
活
躍
し
た

歌
僧
（
中
略
）
で
あ
る
か
ら
、
南
北
朝
期
に
は
・

o型
に
移
行
し
つ
つ
あ

る
、
そ
の
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
混
入
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
さ
れ
た
。
例
か
ら
、
「
ク
マ
（
・

0
）
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
示
す
時
代
に
つ

い
て
、
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
ク
マ
ヂ
」
の
・

0
・
型
に
つ
い
て

も
、
「
ク
マ
」
の
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
・

oの
影
響
を
受
け
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

0
0・
↓
・

0
0の
変
化
過
程
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
例
で
は
な
い
。

動
詞
・
形
容
詞
で
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑥
ハ
タ
ラ
（
債
）
［
下
必
オ

7
］
、
⑦
モ
ダ
サ
（
黙
）
［
上
日
オ
6
］
、
⑧
カ
ブ

シ
（
頗
傾
）
［
下
げ
オ

9
］
、
⑨
カ
ヅ
キ
（
潜
）
［
上
初
オ

8
］
、
⑩
ナ
ジ
リ

尋
問
）
［
中
2
オ
6
］
、
⑪
ホ
セ
キ
（
防
）
［
下
お
ウ

9
］
、
⑫
モ
ヂ
フ
（
柄
）

［
下
回
オ
6
］
、
⑬
ハ
ゲ
シ
（
懐
慨
）
［
下
9
オ
3
］

（
以
上
八
例
）

そ
れ
ぞ
れ
の
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

⑥
ハ
タ
ラ
（
債
）
・
図
書
寮
本
『
類
緊
名
義
抄
』

O
×
・

御
豆
本
「
日
本
書
紀
私
記
』

0
0・

⑧
カ
ブ
シ
（
頗
傾
）
御
前
品
本
『
日
本
書
紀
私
記
』

0
0・

⑨
カ
ヅ
キ
（
潜
）
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
諸
本

o
g）

『
日
本
書
紀
』
人
皇
巻
諸
本
0
0
0、

o
o
g

⑩
ナ
ジ
リ
（
諮
問
）
・
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』

0
0・

⑪
ホ
セ
キ
（
防
）
：
図
書
寮
本
「
類
緊
名
義
抄
』

0
0・

御
亙
本
「
日
本
書
紀
私
記
』

0
0・

⑫
モ
ヂ
フ
（
刑
）
・
御
忍
本
『
日
本
書
紀
私
記
』

0
・
・

乾
元
本
所
引
「
日
本
書
紀
私
記
』

0
0・

⑬
ハ
ゲ
シ
（
懐
慨
）
’
御
前
島
本
『
日
本
書
紀
私
記
』

0
0・

乾
元
本
所
引
「
日
本
書
紀
私
記
』

0
0
0

以
上
に
挙
げ
た
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
に
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
以
前
の
例

に
0
0・
型
が
見
ら
れ
、

0
0・
↓
・
0
0の
変
化
の
過
程
を
反
映
し
て
い
る

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
⑪
の
図
書
寮
本
「
類
恩
来
名
義
抄
』
お
よ
び
御

亙
本
「
日
本
書
紀
私
記
』
の
例
は
、
「
フ
セ
ク
（
フ
セ
グ
）
」
の
例
で
あ
る
。

⑦
の
「
モ
ダ
サ
（
黙
）
」
に
つ
い
て
は
、
金
田
一
春
彦
氏
は
、

モ
ダ
ス
が
「
図
書
寮
本
・
類
緊
名
義
抄
」
で
（
上
平
平
軽
）
型
に
表
記
さ
れ

て
い
る
例
が
あ
る
。

と
さ
れ
る
。
「
モ
ダ
サ
（
黙
）
」
の
三
一
拍
日
の
上
声
点
は
、
音
韻
変
化
に
よ
っ
て

平
声
軽
点
で
あ
っ
た
も
の
が
上
声
点
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

（お）

ょ
う
。
よ
っ
て
、
見
か
け
上
は

0
0・
↓
・
0
0の
変
化
過
程
で
あ
る
・
0
・
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と
同
じ
型
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は

0
0・
↓
・
0
0の
変
化
過
程

を
一
不
す
例
で
は
な
い
。

（3
）
・
0
0
（
変
化
後
）

0
0・
↓
・
0
0
の
体
系
変
化
が
完
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑭
ウ
マ
シ
（
可
怜
）
［
下
仔
ウ
2
］
、
⑮
ツ
ド
ヘ
（
集
）
［
下
ぬ
オ
6
］
、
⑮
ト

ボ
ス
（
一
片
之
火
）
［
上
但
ウ
l
］
、
⑫
メ
グ
シ
（
憐
）
［
下
位
ウ
4
］
、
⑬
ト

リ
シ
バ
リ
（
急
握
）
［
中
2
オ
4

〕

（
以
上
五
例
）

こ
れ
ら
の
例
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（お）

⑭
ウ
マ
シ
（
可
怜
）
目
御
豆
本
『
日
本
書
紀
私
記
」

0
0・

⑬
ツ
ド
ヘ
（
集
）
・
観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
』

0
0・

乾
元
本
所
引
『
日
本
書
紀
私
記
』

0
0・

御
亙
本
「
日
本
書
紀
私
記
」

0
・
・
、

0
0・

⑬
ト
ボ
ス
（
一
片
之
火
）
・
御
豆
本
『
日
本
書
紀
私
記
」

0
0・

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
0
0・

⑫
メ
グ
シ
（
憐
）
・
：
観
智
院
本
「
類
家
名
義
抄
』

0
0・

乾
元
本
所
引
『
日
本
書
紀
私
記
』

0
0・

御
豆
本
「
日
本
書
紀
私
記
』

0
0
0

（却）

⑬
ト
リ
シ
パ
リ
（
急
握
）
：
・
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』

0
0・

御
亙
本
『
日
本
書
紀
私
記
』

0
・
0
・
・

（ぬ）

「
日
本
書
紀
」
人
皇
巻
0
・
0
0・

⑭
⑮
⑮
⑫
の
例
は

0
0・
↓
・
0
0の
変
化
が
完
了
し
た
例
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
⑬
の
例
は
複
合
語
か
も
し
れ
ず
断
言
は
で
き
な
い
も
の
の
、
挙
げ
た

諸
資
料
と
『
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点
と
の
比
較
か
ら
考
え
る
に
、

0

0
・
↓
・
0
0が
完
了
し
た
例
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

よ
っ
て
、
『
日
本
書
紀
抄
』
に
は

0
0・
↓
・
0
0に
つ
い
て
、
変
化
の
過

程
を
一
不
す
・
0
・
型
と
変
化
の
完
了
し
た
・
0
0型
の
両
型
が
存
在
す
る
。

0
0・
↓
・
0
0の
変
化
過
程
で
あ
る
と
さ
れ
る
・
0
・
型
は
、
桜
井
茂
治
氏

（辺）

に
よ
れ
ば
中
世
ア
ク
セ
ン
ト
の
中
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
桜
井
氏

は
中
世
ア
ク
セ
ン
ト
の
中
期
は
室
町
時
代
初
期
、
一
五
世
紀
の
初
め
ご
ろ
と
さ

れ
、
こ
の
時
期
に

0
0・
↓
・
0
・
が
起
こ
っ
た
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
金
田
一
春
彦
氏
は
文
、
水
年
間
に
は
じ
ま
っ
た
〈
仏
遺
教
経
〉
に
・

（お）

0
・
を
恩
わ
せ
る
曲
調
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
秋
、
水
一
枝
氏

は
、
古
今
集
諸
本
か
ら
考
え
る
変
化
型
か
ら
、
動
詞
や
形
容
詞
は
ア
ク
セ
ン
ト

が
一
斉
に
変
化
し
、
名
詞
で
は
南
北
朝
以
後
よ
り
も
も
う
少
し
早
い
時
期
に

〈
平
平
上
〉
か
ら
〈
上
平
上
〉
へ
の
個
別
的
な
変
化
が
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る

（出）

と
さ
れ
た
。

坂
本
清
恵
氏
は
、
一
一
一
一
六
二
一
年
生
ま
れ
の
世
阿
弥
白
筆
能
本
の
声
点
と
胡
麻

章
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
が
完
了
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
こ

（お）

と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
坂
本
氏
は
、
一
三
四
三
年
生
ま
れ
の
長
慶
天
皇
は
ア

ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
習
得
し
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い

（話）
ヲ

hv

。『
日
本
書
紀
抄
』
本
文
傍
訓
の
声
点
の
う
ち
新
し
い
声
点
は
、
古
く
0
0・

型
で
あ
っ
た
語
が
・
0
・
と
・
0
0型
を
示
し
て
お
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変

化
は
完
了
し
て
い
な
い
。
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
が
完
了
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
を

も
っ
世
阿
弥
や
長
慶
天
皇
の
言
語
形
成
期
を
考
え
る
に
、
「
日
本
書
紀
抄
」
本
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文
傍
訓
の
声
点
の
う
ち
新
し
い
声
点
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
頃
の
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
筆
者
は
、
『
日
本
書
紀
抄
』
所
引
の
『
日
本
書
紀
』
本
文
に
加
点
さ

れ
る
字
音
点
の
う
ち
、
仮
名
音
注
は
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
字
音
を
反
映

（幻）

し
て
い
る
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、
こ
の
こ
と

と
も
一
致
す
る
。

こ
れ
ら
よ
り
、
内
山
論
文
で
指
摘
さ
れ
る
「
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
の

声
点
は
、
宣
賢
が
移
点
す
る
た
め
参
照
し
た
原
本
に
振
り
仮
名
を
加
え
た
者

の
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
む
す
び

以
上
、
『
日
本
書
紀
抄
」
本
文
傍
訓
の
声
点
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
指
摘

さ
れ
た
「
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
と
「
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
の
二
種

を
手
が
か
り
と
し
て
、

ω語
頭
低
拍
連
続
を
保
持
す
る
例
と

ω00・
↓
・

o

O
の
例
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
を
示
す
声
点

は
『
日
本
書
紀
』
古
写
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
声
点
を
移
点
し
た
も
の
で
あ

り
、
「
新
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
」
を
一
不
す
声
点
は
、
宣
賢
が
依
拠
し
た
原
本

に
振
り
仮
名
な
ど
を
加
点
し
た
者
の
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し

て
い
る
と
考
え
た
。

主（l
）
「
後
抄
本
」
は
小
林
千
草
に
よ
る
呼
称
で
あ
り
、
清
原
宣
賢
自
筆

「
日
本
書
紀
抄
』
（
請
求
番
号
二
一

0
・
一
｜
イ
一
五
二
大
永
六
・
七

（
一
五
二
六
・
一
五
二
七
）
年
写
を
さ
す
。
「
日
本
書
紀
抄
の
国
語
学
的
研

究
』
（
一
九
九
二
年
、
清
文
堂
出
版
）
一
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

（2
）
鈴
木
豊
「
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
声
点
」
（
「
国
語
学
』
一
一
一
一
六

一
九
八
四
年
三
月
、
国
語
学
会
）

（3
）
「
乾
元
本
」
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
卜
部
兼
夏
筆
。
乾
元

二
（
二
二
O
三
）
年
写
。

（4
）
『
日
本
書
紀
抄
』
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
歌
謡
の
う
ち
一
番
歌
か
ら

六
番
歌
が
存
在
す
る
。
こ
の
歌
謡
に
加
点
さ
れ
る
声
点
は
鈴
木
論
文
の

同
に
属
す
る
。
こ
の
一
番
歌
か
ら
六
番
歌
の
声
点
を
鈴
木
豊
一
編
「
日
本

書
紀
神
代
巻
諸
本
声
点
付
語
葉
索
引
』
（
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会
、

一
九
八
八
年
）
に
よ
っ
て
諸
本
と
対
照
す
る
と
、
次
に
挙
げ
る
例
を
除

き
、
す
べ
て
他
本
に
一
致
例
が
見
ら
れ
た
。
平
声
点
を

O
、
上
声
点
を

・
、
去
声
点
を
》
で
示
す
（
以
下
、
本
文
に
お
い
て
も
同
様
）
。

《
三
番
歌
》
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多
磨
廼
弥
素
磨
屡
廼
阿
奈
陀
磨
波
夜

書
紀
抄
本

ocoo
－－－－－
ocoo
－

図
書
寮
本

O
o
o
－－－－－
0
0
0
0
0・

乾
元
本

ooo
－－－－－
0
0
0
0
0・

明
徳
本

Coo
－－－－－
0
0
0
0
0

・

こ
の
例
は
、
移
点
の
誤
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
一
字
分
の
ず
れ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
日
本
書
紀
抄
』
上
巻
・
中
巻
（
神
代
巻
上
）
に
八
四
例
、
「
日
本

書
紀
抄
』
下
（
神
代
巻
下
）
に
四
二
例
あ
る
訓
注
の
声
点
も
同
の
声
点
に
属

す
る
。
こ
れ
は
、
全
て
他
本
と
一
致
し
た
。

（5
）
『
日
本
書
紀
』
諸
本
に
お
け
る
こ
の
傾
向
は
、
前
掲
注
2
鈴
木
論
文
で



指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
書
紀
抄
』
で
の
同
様
の
傾
向
は
、
坂
水
貴
司

「
清
原
宣
賢
自
筆
「
日
本
書
紀
抄
」
（
後
抄
本
）
の
漢
字
音
｜
本
文
と
注
釈

と
の
比
較
か
ら
｜
」
（
「
論
叢
国
語
教
育
学
』
復
刊
第
三
号
二

O
一
二
年

七
月
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
国
語
文
化
教
育
学
講
座
）
で
指

摘
し
た
。

（6
）
本
文
の
漢
字
に
・
・
・

oを
示
す
声
点
が
加
点
さ
れ
る
「
旬
々
廼
馳
」

［
上
お
オ
叩
］
は
、
傍
訓
で
は

C
o
o－
を
一
不
す
声
点
が
加
点
さ
れ
る
、

と
い
う
よ
う
な
例
で
あ
る
。

（7
）
表
の
書
式
は
、
金
田
一
春
彦
『
四
庖
講
式
の
研
究
』
第
四
編
第
三
章

（
金
田
一
春
彦
著
作
集
五
二

O
O
五
年
、
玉
川
大
学
出
版
部
）
な
ど
を

参
考
に
し
、
私
に
作
成
し
た
。

（8
）
内
山
弘
「
清
原
宣
賢
自
筆
『
日
本
書
紀
抄
』
所
収
「
日
本
書
紀
』
神
代

巻
傍
訓
の
声
点
」
（
『
語
文
研
究
」
六
六
・
六
七
一
九
八
九
年
六
月
、
九

州
大
学
国
語
国
文
学
会
）

（9
）
早
く
は
金
田
一
春
彦
「
古
代
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
近
代
ア
ク
セ
ン
ト
へ
」

（
「
国
語
学
』
一
一
一
一
一
九
五
五
年
九
月
、
国
語
学
会
）
に
よ
る
調
査
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
の
全
体
的
な
様
相
を

扱
っ
た
坂
本
清
恵
「
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』
（
二

0
0
0年
、
笠
間
書

院
）
第
百
部
「
体
系
変
化
の
前
後
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
に
つ
い

て
」
（
初
出
、
「
体
系
変
化
の
前
後
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
に
つ
い

て
」
〈
「
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
総
合
資
料
研
究
篇
』
一
九
九
八
年
、
東

京
堂
出
版
〉
）
も
、
こ
の
式
の
交
替
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
変
化
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
叩
）
巻
第
二
奥
書
に
「
弘
安
九
年
春
比
重
加
裏
書
了
」
と
あ
る
。

（
日
）
用
例
の
取
り
出
し
方
は
、
原
則
的
に
前
掲
注
4
鈴
木
豊
編
「
日
本
書
紀
神

代
巻
諸
本
声
点
付
語
葉
索
引
』
に
依
っ
た
。
た
だ
し
一
部
、
私
に
取
り
出
し

方
を
変
え
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
た
め
、
注
8
内
山

論
文
に
お
け
る
用
例
の
取
り
出
し
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
ロ
）
「
ホ
ト
リ
パ
（
雄
柱
）
」
［
上
引
オ
叩
］
と
い
う
例
が
存
す
る
。
こ
の
例

は
二
字
目
の
「
ト
」
に
加
点
さ
れ
る
声
点
が
中
位
（
ト
字
の
交
わ
り
部
分

の
高
さ
）
に
差
さ
れ
て
お
り
、

0
・
・
0
と
も

0
0・
0
の
両
者
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
で
は
除
外
す
る
。

内
山
論
文
で
は

0
・
・
0
と
判
断
し
て
い
る
。

（
日
）
乾
元
本
の
「
イ
ロ
ト
」
に
加
点
さ
れ
る
声
点
の
う
ち
、
「
イ
」
字
に
加

点
さ
れ
る
声
点
は
線
点
で
あ
り
、
「
ロ
ト
」
に
加
点
さ
れ
る
声
点
は
星
点

で
あ
る
。

（
凶
）
明
徳
本
の
例
は
、
複
点
の
み
が
「
ヒ
」
字
に
加
点
さ
れ
た
「
×
・

x

×
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
は
濁
点
で
あ

る
か
濁
声
点
で
あ
る
か
の
判
断
が
難
し
い
た
め
、
採
ら
な
か
っ
た
。

（
日
）
明
徳
本
別
所
で
あ
る
巻
第
一
・
一
一
六
オ
4
に
、
「

0
0
0・
0
・
0
0」

の
例
が
あ
る
。

（
日
）
秋
、
水
一
枝
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究
研
究
篇
上
』
（
一
九
八
O

年
、
校
倉
書
房
）
二
五
八
頁
参
照
。

（
げ
）
注
凶
秋
、
水
著
書
、
一
九
七
・
一
九
八
頁
参
照
。

（
時
）
注
凶
秋
、
水
著
書
、
三
四
五
頁
参
照
。

（
ゆ
）
鈴
木
豊
「
日
本
紀
議
書
と
ア
ク
セ
ン
ト
｜
『
日
本
書
紀
」
声
点
本
の
成

立
に
関
す
る
考
察
｜
」
（
「
論
集
M
』一一

O
一
O
年
一
一
月
、
ア
ク
セ
ン
ト

史
資
料
研
究
会
）
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（
却
）
た
だ
し
、
こ
の
例
は
卜
部
兼
右
が
天
文
九
二
五
四
O
）
年
に
書
写
し

た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
戴
本
で
あ
り
、
童
日
写
年
代
が
新
し
い
。

（
れ
）
注
目
秋
、
水
著
書
、
七
一
頁
参
照
。

（
辺
）
弘
安
本
、
乾
元
本
、
嘉
暦
本
の
三
本
に
、

0
0・
型
が
見
ら
れ
た
。

（お）

0
0
0型
を
示
す
の
は
、
「
介
豆
岐
斉
奈
（

0
0
0・
0
）
」
の
例
で
、

熱
田
本
（
永
和
元
〈
二
一
一
七
五
〉
年
）
、
兼
右
本
、
内
閣
文
庫
本
（
慶
長

頃
写
）
が
該
当
す
る
。

0
0・
を
一
不
す
も
の
は
、
「
伽
豆
匝
苔
利
（

O
O

－
－
・
）
」
の
例
で
あ
り
、
熱
田
本
、
兼
右
本
、
内
閣
文
庫
本
が
該
当
す

る
。
ま
た
同
じ
型
で
、
熱
田
本
に
「
介
豆
匿
苔
利
（

O
o－
－
・
）
」
の

例
が
あ
る
。

（
出
）
注
7
金
田
一
著
書
四
五
九
頁
参
照
。

（
お
）
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』
（
一
九
七
一
年
、
風
間
書
房
）

五
四
六
頁
参
照
。

（
お
）
同
じ
く
「
ウ
マ
シ
」
の
和
訓
を
持
つ
「
可
美
」
［
上
幻
ウ
1
］
は
、
『
日

本
書
紀
抄
』
を
は
じ
め
、
弘
安
本
、
乾
元
本
で

0
0
0と
加
点
さ
れ
る
。

（
幻
）
御
前
助
本
日
本
紀
私
記
の

0
0・
例
は
、
「
女
只
津
度
倍
亘
（

0
・
0
0

．．
 ）
」
の
例
で
あ
る
。

（
お
）
乾
元
本
に
お
け
る
同
一
箇
所
の
例
で
あ
る
。

（
却
）
観
智
院
本
『
類
家
名
義
抄
』
は
「
シ
パ
ル
」
の
例
で
あ
る
。

（
初
）
「
屠
利
辞
魔
屡
（

0
・
0
0・
）
」
の
例
で
、
北
野
本
（
当
該
巻
は
室
町

時
代
写
）
、
熱
田
本
、
兼
右
本
、
内
閣
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
。

（
出
）
『
日
本
書
紀
抄
』
で
は
「
ト
リ
シ
バ
リ
（

x
x
・
0
0）
」
と
加
点
さ
れ

る。

（
辺
）
桜
井
茂
治
『
日
本
語
の
音
・
考
歴
史
と
そ
の
周
辺

l
』
（
二

0
0
0

年
、
お
う
ふ
う
）
二
四
五
頁
か
ら
二
四
八
頁
参
照
。

（
お
）
注
7
金
田
一
著
書
四
一
九
頁
参
照
。

（
鈍
）
秋
、
水
一
枝
『
古
今
和
歌
集
声
点
本
の
研
究
研
究
篇
下
』
（
一
九
九
一

年
、
校
倉
書
房
）
、
三
＝
一
四
頁
参
照
。

（
お
）
注
9
坂
本
著
書
第
E
部
第
l
章
、
第
2
章
参
照
。

（
お
）
坂
本
清
恵
三
仙
源
抄
』
と
ア
ク
セ
ン
ト
仮
名
遣
い
長
慶
天
皇
は
わ

か
っ
て
い
た
｜
」
（
『
国
文
目
白
』
第
四
八
号
二

O
一
O
年
二
月
、
日
本

女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
）

（
幻
）
注
5
坂
水
論
文
参
照
。（

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
）
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